
No 該当ページ及び該当項目 意見の内容 県の考え方

1 ＜２３ページ＞
第３章　施策の展開
第３節　４年間に取り組む重点
施策
２　「生活」
Ⅰ　生活を守る・支える「宮崎
ひなた生活圏づくり」
(1)　日常生活に必要なサービ
スや機能の維持・確保
①日常生活に必要なサービス
や機能の提供

　公共交通路線から遠くに住む交通弱者
（買い物、病院）への対応について、ボラ
ンティアによる送迎をしてはと言う意見も
ありましたが、昼間は高齢者がほとんど
で、かといって車ドライバーの確保が難し
いのが現状であり、町が運行している乗
合タクシーは事前の電話予約が必要で
面倒であるとの事。スマートフォンのアプ
リ等で簡単に予約できるシステムを導入
するなど、行政で改善に向けて取り組ん
でもらいたい。

　県では、令和２年度から、乗り合いタク
シー等の予約システムの導入など、市町村
が実施する地域交通のデマンド化に向けた
取組等を支援しています。
　今後も引き続き、市町村と情報共有をしな
がら、持続的な地域交通の維持に向けた取
組を進めていきます。

2 ＜２５ページ＞
第３章　施策の展開
第３節　４年間に取り組む重点
施策
２　「生活」
Ⅰ　生活を守る・支える「宮崎
ひなた生活圏づくり」
(1)　日常生活に必要なサービ
スや機能の維持・確保
③　生活に必要な交通の確保

　運転寿命を延ばす取組等との事です
が高齢者がどのような運転行動をしてい
るかを高齢者講習を行っている教習所で
本音を聞いてみたらどうでしょうか。

　県では令和２年度より、制限運転の推進
及び「高齢者安全運転見える化事業」に取
り組んでいます。
　「高齢者安全運転見える化事業」は、高齢
者が自身の運転能力・課題点を自覚するこ
とを目的とした事業であり、様々な高齢者
の運転行動について、教習所をはじめとす
る関係機関と分析を行っているところです。
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